
藍
澤
南
城
の
三
飴
堂

中
國
學
專
攻
博
士
課
程
後
期
課
程
二
年

村
　
山
　
敬
　
三

は

じ
め
に

　
　
　
あ
い
ざ
わ
な
ん
じ
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
み
じ
よ
う

　
儒
者
藍
澤
南
城
（
一
七
九
二
～
一
八
六
〇
）
は
、
文
政
二
年
に
江
戸
遊
學
か
ら
郷
里
の
越
後
國
刈
羽
郡
北
條
村
南
　
條
に
錦
っ
て
、
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
　

年
學
塾
三
鹸
堂
を
開
き
、
そ
の
後
は
萬
延
元
年
に
六
十
九
歳
で
世
を
去
る
ま
で
子
弟
の
教
育
を
績
け
た
。
新
潟
縣
立
圖
書
館
、
柏
崎
市
立
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ニ

書
館
に
は
藍
澤
南
城
に
關
す
る
資
料
が
牧
め
ら
れ
て
お
り
、
柏
崎
市
立
圓
書
館
に
お
い
て
は
『
學
塾
三
鹸
堂
關
係
資
料
』
が
ま
と
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

い

る
。
三
鹸
堂
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
解
説
と
し
て
は
、
既
に
『
新
潟
縣
史
　
通
史
編
5
近
世
三
』
（
以
下
『
縣
史
』
と
略
稻
）
、
『
柏
崎

　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
こ

市
史
』
（
中
巻
）
（
以
下
『
市
史
』
と
略
稻
）
、
内
山
知
也
著
『
藍
澤
南
城
－
詩
と
人
生
ー
』
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
三
鹸
堂
の
資
料
は
限

ら
れ
て
お
り
、
ま
だ
三
饒
堂
に
關
し
て
解
明
す
べ
き
鮎
は
多
く
残
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
か
つ
て
郷
里
の
新
潟
縣
柏
崎
市
で
藍
澤
南
城
研
究
會
（
宮
川
久
子
氏
主
宰
・
内
山
知
也
先
生
講
師
）
に
所
属
し
て
い
た
。
研
究
會

で
は

時
に

研
修
旅
行
を
し
た
り
、
ま
た
そ
の
下
見
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
1
1
1
a
s
堂
に
つ
い
て
新
し
く
資
料
を
得
た

り
、
三
鹸
堂
入
門
者
の
年
齢
を
知
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
筆
者
の
友
人
で
も
あ
る
幅
原
國
郎
氏
は
こ
先
祀
が
三
鹸
堂
に
入
門
し
て
お
り
、

家
に
あ
っ
た
古
文
書
類
を
整
理
し
て
い
て
南
城
の
手
紙
を
登
見
し
て
い
る
。
氏
の
報
告
と
考
察
は
「
南
城
先
生
の
手
紙
と
無
名
の
弟
子
た
ち
ー
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藍
澤
南
城
關
係
資
料
断
簡
拾
遺
1
」
（
以
下
「
南
城
先
生
の
手
紙
」
と
略
稻
）
し
て
登
表
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
筆
者
は
既
存
の
資
料
に
加
え
て
藍
澤
南
城
研
究
會
の
活
動
や
幅
原
氏
の
論
考
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
三
飴
堂
に
關
す
る
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん
し
ゅ
う

つ
か
の

事
柄
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
以
下
に
そ
れ
を
報
告
し
た
い
。
な
お
、
三
鹸
堂
は
南
城
、
朴
齋
、
雲
岨
と
三
代
績
い
た
學
塾
で
あ

る
が
、
本
稿
で
扱
う
の
は
南
城
の
時
代
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
。

一　

三
除
堂
の

場
所
・
入
門
者
敷
・
入
門
時
の
年
齢
・
學
費

T
v
　
三
齢
堂
の
場
所

　
1
1
1
鹸
堂
が
建
て
ら
れ
た
場
所
は
越
後
の
國
刈
羽
村
南
條
（
現
新
潟
縣
柏
崎
市
南
條
）
で
あ
る
。
こ
こ
は
南
城
の
郷
里
で
は
あ
る
が
、
市
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち
こ
く
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

地
か

ら
は
十
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
農
村
地
域
で
、
三
餓
堂
は
八
石
山
の
麓
、
卒
地
よ
り
は
や
や
小
高
い
場
所
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
南
城
は

自
分
の
住
ま
い
、
つ
ま
り
三
飴
堂
を
常
に
「
山
中
」
と
表
現
し
て
い
る
。
三
鹸
堂
に
は
寄
宿
舎
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
地
元
の
人
た
ち
は
三

鹸
堂
の
こ
と
を
「
リ
ョ
ウ
」
と
呼
ん
で
い
た
ら
し
く
、
こ
の
呼
稻
は
最
近
ま
で
残
っ
て
い
た
。
自
分
の
郷
里
で
は
あ
る
が
、
な
ぜ
南
城
は
こ

と
さ
ら
交
通
不
便
で
塾
生
を
集
め
に
く
い
こ
の
地
に
塾
を
開
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
第
一
の
理
由
は
、
塾
生
に
と
っ
て
好
ま
し

い

環
境

を
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
遊
び
場
所
が
多
く
あ
る
町
中
よ
り
も
農
村
地
域
の
方
が
學
習
に
集
中
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二

の

理
由
は
、
こ
の
地
域
が
南
城
の
思
想
に
合
致
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
南
城
は
「
尊
農
篇
」
（
『
三
饒
集
』
㊨
七
）
の
作
な
ど
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

る
よ
う
に
農
業
を
重
覗
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
飴
堂
の
名
の
由
來
に
も
農
業
從
事
者
を
塾
生
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
が
現
れ
て
い
る
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

111の
理
由
は
廣
い
敷
地
が
確
保
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
三
飴
堂
は
「
棲
屋
宏
壮
。
東
西
五
聞
。
南
北
十
五
聞
。
優
に
百
人
を
容
る
べ
し
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

と
言
わ
れ
る
大
き
な
塾
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
千
坪
に
及
ぶ
と
い
う
庭
園
が
あ
っ
た
。
南
城
は
こ
こ
に
居
を
構
え
る
に
あ
た
っ
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て
、
こ
う
し
た
構
想
を
當
初
か
ら
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

口
　
入
門
者
敷
と
入
門
時
の
年
齢

　
三
飴
堂
の
南
城
時
代
に
お
け
る
入
門
者
は
、
『
三
饒
堂
弟
子
籍
』
（
新
潟
縣
立
圖
書
館
藏
）
に
よ
っ
て
敷
え
て
み
る
と
述
べ
数
で
七
百
二
十

九
人
で

あ
る
が
、
そ
の
中
で
名
前
が
重
複
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者
が
三
名
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
實
質
の
入
門
者
は
七
百
二
十
六
人
で

あ
範
。
『
北
越
詩
話
』
に
「
及
門
前
後
二
千
鬼
」
と
あ
る
が
・
南
城
自
身
も
「
門
館
に
入
る
者
・
三
年
小
成
以
上
・
幾
ん
ど
千
人
・
鵬
，
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

忽
去
の
者
を
井
せ
敷
ふ
れ
ば
、
將
に
二
千
人
な
ら
ん
と
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
三
年
小
成
以
上
」
と
あ
る
。
『
三
饒
弟
子
籍
』
に

記
録

さ
れ
た
入
門
者
は
、
三
年
以
上
の
入
門
期
聞
を
目
安
に
本
格
的
な
學
習
を
目
指
し
て
入
門
し
た
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
入
塾
時
の
年
齢
に
つ
い
て
ま
と
め
た
資
料
は
な
く
、
筆
者
が
知
り
得
た
も
の
も
少
な
い
が
以
下
に
そ
れ
ら
を
記
す
。
籔
え
年
を
一
鷹
の
基

準

と
す
る
。
（
）
内
は
、
入
門
の
時
期
と
出
身
地
で
あ
る
。

・

村
山
保
之
丞
（
天
保
四
年
・
岡
の
町
）
十
三
歳
で
入
塾
〔
一
八
1
＝
年
生
ま
れ
〕

．

内
山
子
常
（
入
門
時
不
明
）
「
u
r
十
七
八
1
1
1
鹸
堂
に
入
る
」
〔
『
北
越
詩
話
』
下
、
四
九
六
頁
〕

．

村
山
如
璋
（
入
門
時
不
明
）
「
年
t
s
め
十
1
1
1
o
藍
澤
南
城
の
三
飴
堂
に
學
び
。
…
」
〔
『
北
越
詩
話
』
下
、

．

幅
原
文
卒
（
天
保
十
四
・
眞
人
）
「
藪
え
年
十
歳
で
入
塾
」
〔
「
南
城
先
生
の
手
紙
」
に
よ
る
〕

．

幅
原
俊
太
（
嘉
永
五
・
眞
人
）
「
十
四
歳
で
三
鹸
堂
入
塾
」
〔
「
南
城
先
生
の
手
紙
」
に
よ
る
〕

．

幅
原
卒
内
（
安
政
三
・
眞
人
）
「
十
1
1
1
s
s
で
の
入
塾
」
〔
「
南
城
先
生
の
手
紙
」
に
よ
る
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

．

山
崎
右
助
（
天
保
八
．
小
國
朴
坂
）
「
十
九
才
で
藍
澤
三
飴
堂
に
入
門
」
〔
『
法
坂
の
あ
ゆ
み
』
に
よ
る
〕

・
榮
鳳
（
天
保
四
・
小
泊
）
十
六
歳
で
入
塾
〔
南
城
研
究
會
で
の
調
査
に
よ
る
〕

．

佐
藤
和
三
郎
（
天
保
十
・
頸
城
）
十
三
歳
で
入
塾
〔
南
城
研
究
會
で
の
調
査
に
よ
る
〕

四
九
九
頁
〕
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・

浄
琳
寺
　
利
法
（
文
政
十
・
高
田
新
町
）
二
十
歳
で
入
塾
〔
南
城
研
究
會
で
の
調
査
に
よ
る
〕

・

浮
琳
寺
　
林
海
（
嘉
永
二
・
高
田
新
町
）
十
八
歳
で
入
塾
〔
南
城
研
究
會
で
の
調
査
に
よ
る
〕

・

竹
村
屯

（安
政
二

・

熊
ノ
森
）
十
六
歳
で
入
塾
〔
一
八
四
o
年
生
ま
れ
〕

・

飯
塚
直
吉
（
安
政
四
・
新
道
）
十
四
歳
で
入
塾
〔
一
八
四
四
年
生
ま
れ
〕

・

入
澤
健
藏
（
文
政
四
・
西
野
）
十
四
歳
で
入
塾
〔
「
入
澤
恭
平
先
生
年
譜
」
に
基
づ
く
〕

　

こ
の
中
で
の
最
年
少
は
「
十
歳
」
、
最
高
齢
は
「
二
十
歳
」
で
か
な
り
年
齢
差
は
あ
る
が
、
多
く
は
十
四
歳
前
後
で
の
入
門
で
あ
る
。
こ

れ
に

よ
っ
て
三
餓
堂
の
お
お
よ
そ
の
状
況
を
推
測
で
き
る
。
越
後
の
二
大
私
塾
と
言
わ
れ
る
も
う
1
つ
の
私
塾
に
、
儒
者
鈴
木
文
墓
（
一
七

九
六
～
一
八
七
o
）
が
開
い
た
長
善
館
が
あ
る
が
、
長
善
館
の
門
人
帳
に
は
年
齢
が
記
載
し
て
あ
り
、
池
田
雅
則
氏
に
よ
れ
ば
、
分
析
封
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

一
四
一
人
の
卒
均
は
一
五
・
一
歳
で
あ
る
。
な
お
、
幅
原
氏
の
「
南
城
先
生
の
手
紙
」
に
よ
れ
ば
、
文
卒
は
少
な
く
と
も
九
年
は
在
塾
、
俊

太
は

「
六
年
聞
十
九
歳
ま
で
の
在
塾
」
、
平
内
は
少
な
く
と
も
五
年
以
上
の
在
塾
と
考
え
ら
れ
る
。

日

　
1
1
1
除
堂
の
學
費

　
幅
原
氏

は
「
南
城
先
生
の
手
紙
」
の
中
で
1
1
1
a
s
堂
の
學
費
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
氏
は
家
に
保
存
さ
れ
て
あ
っ
た
大
幅
帳
を
調
査
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
と
　
　
　
　
お
ち
や

南
城
に
關
係
す
る
部
分
を
す
べ
て
抜
き
出
し
考
察
を
加
え
て
い
る
。
幅
原
家
は
中
魚
沼
郡
眞
人
村
（
現
小
千
谷
市
）
の
庄
屋
で
あ
り
、
三
人

の

子
弟
が

三
饒
堂
に

入
門
し
て
い
る
。
幅
原
氏
の
調
査
か
ら
、
年
ご
と
の
支
出
合
計
の
部
分
だ
け
を
ま
と
め
て
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
（
）
内
は
筆
者
が
幅
原
氏
の
記
述
を
踏
ま
え
て
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
o
嘉
永
四
年
（
1
人
在
塾
）
　
　
　
（
支
出
見
當
た
ら
ず
）

　
　
o
嘉
永
五
年
（
2
人
在
塾
？
）
　
一
両
一
分
八
二
〇
文

　
　
o
嘉
永
六
年

（
1
人
在
塾
）
　
　
六
両
二
分
二
朱
二
〇
〇
文
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o
安
政
元
年

o
安
政
二
年

o
安
政
三
年

o
安
政
四
年

o
安
政
五
年

o
安
政
六
年

○
萬
延
元
年

（
1
人
在
塾
）

（
1
人
在
塾
）

（
2
人
在
塾
）

（
2
人
在
塾
？
）

（
1
人
在
塾
）

（
1
人
在
塾
）

（
1
人
在
塾
）

　

こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
幅
原
氏
は
、

で

一
定

し
て
い
る
。
②
年
ご
と
の
差
が
大
き
く
、

業
料
教
材
費
・
寮
費
）
は
現
在
に
換
算
し
て
約
「
百
九
十
五
萬
」

に

使

わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
不
足
金
を
翌
年
に
佛
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
記
述
も
あ
る
が
、

明
で
書
き
落
と
し
が
あ
る
と
考
え
て
お
く
ほ
か
な
い
、

　
海
原
徹
著
『
近
世
私
塾
の
研
究
』

の

私
塾
の

束
脩
に
定
額
は
な
く
、
慣
習
的
に
金
品
を
納
め
た
、
幕
末
期
の
大
規
模
な
塾
に
は
束
脩
の
納
入
が
ル
ー
ル
化
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
、

卒
均
的
な
束
脩
は
金
百
疋
て
い
ど
、
謝
儀
も
定
額
は
な
く
、
盆
、
暮
の
年
二
回
が
ふ
つ
う
で
、
年
賀
や
暑
中
見
舞
い
な
ど
も
含
め
、
年
に
藪

回

と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
、
原
則
と
し
て
品
物
で
納
め
、
次
第
に
現
金
化
し
て
い
っ
た
、
威
宜
園
で
は
盆
、
暮
れ
の
二
回
、
大
膿
金
↓
○
○

疋

を
納
あ
た
が
、
こ
れ
も
定
額
で
は
な
い
、
松
下
村
塾
で
は
授
業
料
は
な
く
、
寄
宿
生
か
ら
實
費
を
集
め
た
、
菅
茶
山
の
廉
塾
で
は
豫
め
教

師
の
許
へ
い
く
ば
く
か
の
金
を
預
け
て
お
き
、
盆
、
暮
に
牧
支
決
算
し
た
。
大
要
以
上
の
よ
う
な
読
明
で
あ
る
。

五
爾
六
〇
〇
文
（
石
碑
御
禮
壼
分
を
含
む
）

　
（
支
出
見
當
た
ら
ず
）

　
I
両
三
分

　
1
l
f
f
l
I
朱
I
1
八
O
文

二
朱

　
↓
分
二
百
文

　
I
爾
二
分
二
朱

　
　
　
　
　
ご
ざ
だ
い

　

①

コ
座
代
．
御
坐
代
」
と
し
て
見
え
る
も
の
は
寄
宿
費
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
二
、
三
朱
」

　
　
　
　

少
な
い
年
は
書
き
落
と
し
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
③
嘉
永
六
年
の
約
「
六
両
宇
」
（
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で

あ
る
、
④
大
幅
帳
に
は
、
鹸
分
に
支
佛
っ
た
金
が
二
年
後
に
全
て
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
ご
と
の
支
出
の
差
の
詳
細
は
不

　
　
　
　
　
　

な
ど
の
鮎
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

に

は
私
塾
の
束
脩
（
入
學
金
）
、
謝
儀
（
授
業
料
）
に
つ
い
て
解
説
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
多
く

（159）



　
幅
原
氏
の
論
考
に
は
支
携
い
の
日
付
ま
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
確
か
に
十
二
月
の
支
出
が
多
い
（
2
5
回
中
7
回
）
。
だ
が
、

そ

の

金
額
も
か
な
り
幅
が
あ
る
。
不
明
な
鮎
は
や
は
り
多
く
残
る
が
、
海
原
氏
の
解
説
か
ら
當
時
の
學
費
の
支
彿
い
方
の
状
況
は
、
現
代
の

感
寛

と
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
幅
原
氏
の
調
査
で
年
ご
と
の
支
出
の
差
が
大
き
い
こ
と
は
あ
る

程
度
う
な
ず
け
る
鮎
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
幅
原
氏
の
報
告
は
史
料
に
基
づ
い
て
初
め
て
三
鹸
堂
の
學
費
に
つ
い
て
調
べ
た
有
意
義
な

も
の
で
あ
り
、
今
後
同
種
の
史
料
が
出
て
く
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

二
　
入
門
者
の
多
か
っ
た
こ
と
の
背
景

日

杜
會
的
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お
う
　
つ

　
三
飴
堂

と
拉
ぶ
二
大
私
塾
の
一
つ
、
長
善
館
は
粟
生
津
村
（
現
新
潟
縣
燕
市
）
に
あ
っ
た
。
長
善
館
も
蒲
原
卒
野
の
穀
倉
地
帯
に
建
て
ら

　
　
　
　
　
　
　
あ
お
う
　
つ

れ

て
い

る
が
、
粟
生
津
に
比
べ
て
三
飴
堂
の
あ
る
南
條
は
、
冬
に
は
大
雪
の
積
も
る
交
通
不
便
な
地
域
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
1
1
1
齢
堂
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

ぜ

こ
れ
だ
け
の
入
門
者
が
集
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
阪
口
五
峰
は
南
城
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
余
越
人
の

詩

を
採
る
敷
百
家
。
其
の
師
授
の
出
つ
る
所
を
見
て
。
而
し
て
後
に
南
城
の
教
育
に
於
け
る
。
其
功
の
大
に
し
て
其
澤
の
廣

　
　
き
を
知
る
。
蓋
し
郷
先
生
、
善
誘
を
以
て
稻
せ
ら
る
る
も
の
。
世
、
其
人
に
乏
し
か
ら
ず
難
も
。
青
衿
の
就
き
て
業
を
問
ふ
者
は
。
大

　
　
抵
、
方
十
里
の
外
に
出
で
ず
。
而
し
て
南
城
門
下
の
籍
を
査
す
れ
ば
。
則
ち
刈
羽
・
魚
沼
・
古
志
・
三
島
・
蒲
原
諸
郡
に
渉
り
。
其
の

　
　
遠
き
も
の
は
。
1
　
1
1
1
1
十
a
n
の
外
に
及
べ
り
。
憶
ふ
に
、
文
運
草
昧
の
時
に
當
り
、
南
城
夙
に
聲
名
を
得
し
に
因
る
と
難
も
。
抑
s
亦
た

　
　
學
術
操
行
の
時
流
に
卓
抜
す
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
敦
か
能
く
之
を
致
す
を
得
む
や
。

　
五
峰
は
こ
の
よ
う
に
三
除
堂
の
入
門
者
が
廣
範
園
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
五
峰
は
そ
の
理
由
を
、
南
城
が
早
く
か
ら
名
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を
知
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
さ
ら
に
當
時
に
お
い
て
抜
群
の
學
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
。
内
山
知
也
氏
も
、

　
　
南
城
の
門
人
は
刈
羽
・
頸
城
・
古
志
・
三
島
・
蒲
原
・
魚
沼
の
各
郡
等
の
各
地
に
廣
く
わ
た
っ
て
お
り
、
寺
院
出
身
も
ま
た
多
い
。
入

　
　
塾
希
望
者
が

こ
ん
な
に
も
接
大
し
た
の
は
學
塾
の
寄
宿
舎
が
完
備
し
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
が
、
南
城
の
學
識
人
格
が
知
れ
わ
た
っ
た
こ

　
　
と
に
も
よ
ろ
う
。
學
塾
が
農
村
に
開
設
さ
れ
武
家
の
政
治
冠
會
や
町
人
の
世
界
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
農
村
豪
農
の
父
兄
に

　
　
一
種
の
安
心
感
を
與
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
に
　

と
言
う
。
内
山
氏
も
寄
宿
舎
の
設
備
や
豪
農
の
父
兄
の
心
情
を
補
足
し
て
述
べ
て
い
る
が
、
や
は
り
南
城
の
學
識
人
格
を
畢
げ
て
い
る
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

か

し
、
長
善
館
の
鈴
木
文
量
は
特
定
の
師
に
就
か
ず
、
「
ほ
と
ん
ど
濁
學
で
、
優
れ
た
考
諸
學
者
に
な
っ
た
」
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
南
城

ほ

ど
名
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
長
善
館
に
も
多
く
の
入
門
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
伊
東
多
三
郎
氏
は
、
越
後
の
私
塾
の
開
設
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
開
設
年
代
は
地
方
の
産
業
経
濟
の
登
達
が
盛
ん
で
あ
っ
た
田
沼
時
代
か
ら
文
化
文
政
時
代
に
及
ぶ
六
十
年
鹸
の
聞
に
三
六
塾
、
幕
藩
禮

　
　
制
の
衰
亡
期
に
當
る
天
保
以
降
、
王
政
復
古
の
成
就
、
新
政
策
の
實
施
期
に
及
ぶ
四
十
年
饒
の
聞
に
八
二
塾
で
あ
る
。
こ
の
趨
勢
は
、

　
　
藩
學
が
田
沼
時
代
か
ら
増
勢
を
た
ど
り
、
庶
民
教
育
の
た
め
の
郷
學
が
文
化
文
政
時
代
か
ら
幕
末
維
新
期
に
か
け
て
増
加
し
た
全
國
的

　
　
趨
勢
と
ほ
ぼ
歩
調
を
共
に
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
地
方
の
産
業
経
濟
の
登
達
」
に
俘
っ
て
　
r
庶
民
教
育
の
た
め
の
郷
學
」
が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
期
に
は

早
く
か
ら
藩
校
が
存
在
し
、
武
士
は
必
然
の
こ
と
と
し
て
漢
學
を
學
ん
で
き
た
が
、
確
か
に
経
濟
的
な
安
定
が
進
ん
で
く
る
と
、
武
士
以
外
、

特
に

生
活
に

ゆ
と
り
を
持
つ
富
裕
な
家
で
は
子
弟
に
學
力
を
つ
け
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
は
多
く
の
人
を
使
う
立
場
に
立

ち
、
ま
た
地
域
の
指
導
者
と
し
て
知
識
教
養
を
身
に
つ
け
る
必
要
も
あ
っ
た
。
『
市
史
』
で
は
、
柏
崎
に
漢
詩
文
に
よ
る
文
化
が
起
こ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
カ
　

の
は

十
八
世
紀
の
末
ご
ろ
か
ら
だ
と
し
た
上
で
、
そ
の
杜
會
的
経
濟
的
背
景
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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こ
の
こ
ろ
、
も
っ
ぱ
ら
文
字
教
養
を
必
要
と
す
る
讐
師
、
僧
侶
た
ち
が
、
自
分
の
子
弟
に
教
養
を
つ
け
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
き
た
。

　
　
と
い
う
の
は
、
幕
府
の
教
育
振
興
政
策
の
強
化
に
よ
っ
て
諸
藩
の
藩
校
が
急
速
に
新
設
さ
れ
る
状
況
に
な
り
、
多
く
の
教
師
（
主
と
し

　
　
て
儒
者
）
が
必
要
に
な
っ
た
た
あ
、
庶
民
階
級
に
も
武
士
に
な
れ
る
可
能
性
が
生
じ
た
こ
と
、
商
業
の
登
達
に
よ
っ
て
江
戸
・
京
都
・

　
　
大
阪
へ
と
商
人
が
往
來
し
、
文
化
受
容
が
急
速
に
進
み
、
寺
子
屋
程
度
の
學
力
で
は
時
勢
に
追
い
つ
け
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
な
ど

　
　
の

肚
會
的
事
情
が
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
「
農
」
の
出
身
で
あ
っ
て
も
仕
官
し
て
藩
儒
と
な
れ
ば
身
分
は
武
士
で
あ
る
。
私
塾
で
學
ぶ
者
の
多
く
が
そ
れ
を
目
指
し
て

い

た
。
た
と
え
仕
官
を
目
指
さ
な
い
と
し
て
も
、
當
時
地
方
に
お
い
て
も
學
問
の
必
要
性
が
増
し
て
き
て
、
交
通
不
便
な
遠
隔
地
で
も
、
ま

た
そ
れ
ほ
ど
知
名
度
の
な
い
人
物
で
あ
っ
て
も
私
塾
に
人
は
集
ま
る
杜
會
的
基
盤
が
あ
っ
た
と
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
幅
原
氏
の

F南
城
先
生
の
手
紙
」
に
は
「
安
庭
道
人
碑
」
（
『
三
鹸
集
』
巻
十
1
1
1
）
に
ま
つ
わ
る
話
が
記
さ
れ
て
い
て
い
る
。
こ
の
碑
が
あ
る
場
所
は
現

小
千
谷
市
眞
人
町
の
栃
若
と
い
う
集
落
で
あ
る
。
安
虞
道
人
は
代
々
農
家
で
あ
っ
た
が
、
三
十
代
で
足
を
悪
く
し
た
た
め
農
業
に
從
事
で
き

な
く
な
り
、
書
を
學
び
師
と
な
っ
て
地
元
の
教
育
に
貢
献
し
た
。
幅
原
氏
は
「
道
人
の
も
と
に
は
近
郷
の
小
千
谷
を
始
め
、
十
日
町
、
川
西
、

小
國
、
柏
崎
か
ら
も
門
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
現
代
の
常
識
で
は
生
徒
が
集
ま
る
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
便
の
悪
い
所
で
あ
る
が
、

歩
く
こ
と
し
か
な
か
っ
た
當
時
は
山
の
中
も
町
の
中
も
同
じ
だ
っ
た
。
」
と
言
う
。
道
人
に
は
、
今
で
は
消
失
し
て
し
ま
っ
た
が
「
百
人
以

上
の

名
を
連
ね
た
道
人
の
門
人
帳
」
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
學
び
の
状
況
は
、
越
後
の
み
な
ら
ず
當
時
日
本
の

各
地
で
見

ら
れ
た
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

口
　
僧
侶
の
入
門
者
に
つ
い
て

　
さ
て
、
い
っ
た
い
南
城
自
身
は
塾
の
入
門
者
集
め
に
ど
の
程
度
の
こ
と
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
も
自
身
の
評
到
だ
け
で
人
は
集
ま
っ

て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。
1
1
1
a
s
堂
に
入
門
者
が
多
く
集
ま
っ
た
こ
と
の
背
景
を
、
さ
ら
に
入
門
者
の
實
態
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。
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今
入
門
者
に
つ
い
て
そ
の
内
謹
を
検
討
し
て
み
る
と
、
寺
院
の
子
弟
が
多
く
入
門
し
て
い
る
こ
と
に
ま
ず
氣
が
つ
く
。
『
1
1
1
鹸
堂
弟
子
籍
』

を
見
る
と
、
僧
侶
の
子
弟
は
名
前
の
前
に
寺
院
の
名
前
も
記
さ
れ
て
お
り
、
人
名
に
も
「
繹
～
」
「
僧
～
」
と
書
か
れ
て
い
た
り
す
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

厘
別
が
容
易
で
あ
る
。
敷
え
て
み
る
と
入
門
者
の
全
髄
に
占
め
る
割
合
は
三
十
％
で
あ
る
。
『
縣
史
』
で
は
言
う
。

　
　
越
後
の
私
塾
は
一
般
に
折
衷
學
的
傾
向
が
強
く
、
藍
澤
南
城
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
佛
教
に
も
關
心
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
僧
侶
も
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　

　
　
び

や

す
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
確
か
に

長
善
館
で
も
「
折
衷
學
的
方
法
に
よ
っ
て
典
籍
の
嚴
密
な
理
解
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
教
育
が
展
開
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
三
鹸

堂
に

つ
い

て

は
、
『
縣
史
』
で
は
南
城
の
學
問
観
を
示
し
な
が
ら
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
南
城
の
教
育
姿
勢
に
か
か
わ
っ
て
留
意
す
べ
き
鮎
は
…
中
略
…
儒
教
・
佛
教
・
祠
道
の
「
殊
途
同
蹄
」
論
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
を
い
ず

　
　
れ

も
聖
道
か
ら
生
じ
、
眞
理
を
述
べ
る
も
の
と
す
る
祀
師
片
山
兼
山
流
の
學
問
観
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
黛
派
的
儒
學
教
理
を
嚴
密
に
相

　
　
封
化
し
、
老
荘
思
想
さ
え
も
積
極
的
に
取
り
込
も
う
と
す
る
掲
特
の
姿
が
立
ち
現
れ
て
く
る
。
こ
れ
が
、
僧
侶
の
入
門
者
が
相
次
い
だ

　
　
理
由
の
一
端
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
川
村
肇
氏
も
南
城
が
「
儒
學
を
超
え
て
、
佛
教
や
神
道
ま
で
を
も
そ
の
學
問
の
範
園
に
牧
め
た
こ
と
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

ろ
う
か
。
」
と
言
う
。
た
だ
川
村
氏
の
見
解
は
「
儒
學
を
超
え
て
」
と
言
い
、
南
城
の
圭
張
の
重
鮎
が
儒
學
・
佛
教
・
祠
道
の
「
三
教
一
蹄
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

に

あ
っ
た
と
い
う
見
解
で
、
南
城
の
學
問
の
と
ら
え
方
自
膿
に
疑
問
が
残
る
。
1
1
1
鹸
堂
に
お
け
る
僧
侶
入
門
の
主
要
な
原
因
を
南
城
の
學
問

だ

け
に
求
め
て
他
の
塾
と
の
比
較
検
討
の
観
鮎
も
不
足
し
て
い
る
。
そ
れ
に
封
し
て
、
『
縣
史
』
は
「
僧
侶
の
入
門
者
が
相
次
い
だ
理
由
の

一
端
」
（
傍
鮎
筆
者
）
と
言
っ
て
い
る
。
三
鹸
堂
に
僧
侶
の
子
弟
が
多
く
入
門
し
た
こ
と
の
ほ
か
の
理
由
を
、
1
1
1
E
堂
の
入
門
者
の
實
態
を

通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

　
『
縣
史
』
で
は
、
1
1
1
鹸
堂
と
長
善
館
に
つ
い
て
僧
侶
の
子
弟
の
入
門
者
敷
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
全
入
門
者
に
占
め
る
僧
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侶
の
割
A
ロ
は
三
鹸
堂
で
は
2
8
％
で
、
長
善
館
で
は
1
7
％
に
な
り
、
宗
派
別
で
は
、
眞
宗
の
割
合
が
三
鹸
堂
で
は
7
2
％
、
長
善
館
で
は
4
5
％
に

な
る
。
つ
ま
り
、
三
鹸
堂
は
僧
侶
の
割
合
も
高
い
が
、
眞
宗
の
割
合
は
さ
ら
に
高
い
の
で
あ
る
。
『
縣
史
』
は
、
眞
宗
の
僧
侶
が
多
い
こ
と

に

つ
い

て

は
、
寺
院
の
藪
そ
の
も
の
が
多
い
こ
と
と
、
「
住
職
が
世
襲
だ
っ
た
た
め
、
地
元
の
塾
で
學
ぶ
機
會
が
多
か
っ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
。
」

と
言
う
。
こ
の
「
世
襲
」
と
い
う
黙
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
考
え
て
み
た
い
。

　
森
岡
清
美
氏
は
、
眞
宗
寺
院
の
特
色
に
つ
い
て
r
も
ろ
も
ろ
の
地
方
差
を
貫
い
て
現
わ
れ
る
最
も
強
烈
な
特
色
は
、
蓋
し
住
職
の
地
位
が

世
襲
相
績
さ
れ
る
と
い
う
一
鴛
に
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
」
と
三
口
い
、
例
外
的
な
現
象
を
の
ぞ
き
、
f
l
宗
を
あ
げ
て
子
孫
相
績
に
よ
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

は
ひ
と
り
眞
宗
の
み
の
特
殊
な
慣
習
で
あ
っ
た
。
」
と
言
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
眞
宗
寺
院
で
は
子
弟
が
寺
を
纏
ぐ
と
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
か
ら
安
心
し
て
早
い
時
期
か
ら
子
弟
を
私
塾
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
長
善
館
に
比
べ
て
三
饒

堂
に

お

い

て
特
に
眞
宗
の
割
合
が
高
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。

　
近
世
最
大
の
漢
學
塾
と
い
わ
れ
る
威
宜
園
で
も
眞
宗
が
多
か
っ
た
。
井
上
義
巳
氏
に
よ
れ
ば
、
入
門
者
の
合
計
、
四
＝
二
人
の
う
ち
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

侶
は
一
三
九
三
名
（
3
3
・
8
％
）
、
ま
た
、
僧
侶
の
三
分
の
二
は
眞
宗
、
そ
の
残
り
の
牟
分
を
浄
土
宗
、
そ
し
て
縄
宗
が
績
く
と
言
う
。
川

邉
雄
大
氏

は
「
な
ぜ
浄
土
宗
徒
で
あ
る
淡
窓
の
主
宰
す
る
成
宜
園
に
、
多
く
の
眞
宗
僧
が
多
敷
學
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
淡

窓
が
受

け
た
教
育
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
」
と
言
い
、
淡
窓
が
東
本
願
寺
の
僧
侶
か
ら
學
問
を
習
う
機
會
が
多
く
、
最
初
に
私
塾
を
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
こ

い

た
場
所
も
東
本
願
寺
の
寺
で
あ
っ
て
、
東
本
願
寺
の
人
脈
に
よ
る
入
塾
方
法
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
と
言
う
。
1
1
1
飴
堂
に
お
い
て
も
、

こ
れ
に
似
た
よ
う
な
人
脈
が
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　

　
眞
宗
に

お

い

て

は
、
組
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
存
在
し
、
そ
れ
は
す
で
に
近
世
史
料
に
現
れ
る
と
い
う
。
「
組
に
は
組
の
會
議
と
か
協
力
布

教

と
か
、
組
全
膿
の
協
力
活
動
も
あ
る
が
、
組
内
の
特
定
寺
院
を
中
心
と
し
て
結
集
さ
れ
る
協
力
も
あ
り
、
個
々
の
寺
院
に
と
っ
て
は
何
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

り
も
こ
れ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
三
鈴
堂
に
お
い
て
は
眞
宗
の
中
で
も
7
1
％
を
大
谷
派
が
占
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新
潟
縣
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の
、
特
に
大
谷
派
の
實
態
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
大
谷
派
は
三
條
教
匿
と
高
田
教
匿
と
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
れ
そ
れ
が
組
の
グ
ル
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

プ

に

分
か
れ
て
い
る
。
現
在
、
柏
崎
刈
羽
の
地
域
は
三
條
教
厘
の
第
十
組
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
と
は
多
少
の
愛
化
は
あ
る
に
せ
よ
、

江
戸
後
期
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
眞
宗
聞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
存
在
し
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
し
た
場
で
1
1
1
a
s
堂
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と

は

充
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
げ
ん
じ

　
南
城
と
眞
宗
、
特
に
大
谷
派
と
の
關
連
を
探
っ
て
み
る
と
、
加
納
村
に
あ
っ
た
光
賢
寺
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ば
い
し

加
納
村

は
三
鹸
堂
の
あ
る
南
條
と
は
鯖
石
川
を
挾
ん
だ
封
岸
に
あ
り
、
南
城
の
父
北
漠
の
出
身
地
で
も
あ
る
。
歴
史
を
た
ど
る
と
、
儒
者
寺

澤
石
城

（
一
七
i
1
八
～
1
八
O
1
　
1
）
が
學
塾
鎗
眼
館
を
こ
の
光
賢
寺
邊
り
で
開
き
、
南
城
の
父
北
漠
は
こ
こ
で
石
城
か
ら
漢
學
を
學
ん
だ
の

　
　
　
お
　

で

あ
る
。
そ
し
て
、
三
飴
堂
の
開
塾
當
初
、
南
城
は
こ
の
光
賢
寺
で
弟
子
を
教
え
た
可
能
性
も
あ
る
。
南
城
が
江
戸
遊
學
か
ら
蹄
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん

時
、
既
に
北
漠
に
先
立
た
れ
て
い
た
南
城
の
母
班
は
南
條
の
實
家
に
戻
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
實
家
で
南
城
は
ま
ず
弟
子
た
ち
を
教
え
た
と

考

え
ら
れ
る
が
、
少
敷
で
は
な
い
入
門
者
を
教
え
ら
れ
る
場
所
を
確
保
す
る
に
は
苦
螢
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
光
賢

寺

は
南
城
に
と
っ
て
ゆ
か
り
の
深
い
所
で
あ
っ
た
。
三
饒
堂
に
は
光
賢
寺
か
ら
三
人
が
入
門
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
當
時
の
光
賢
寺
の
住
職

も
南
城
に
封
し
て
好
意
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
南
城
の
塾
生
集
め
に
際
し
て
は
、
光
賢
寺
を
起
鮎
に
し
た
眞
宗
大
谷
派
の

寺
院
の
つ
な
が
り
が
關
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
　
l
戸
か
ら
の
複
敷
入
門
者
が
い
る
こ
と

　
『
1
1
1
饒
堂
弟
子
籍
』
に
記
載
さ
れ
た
弟
子
を
地
域
別
に
ま
と
め
直
し
て
み
る
と
、
入
門
の
時
期
は
違
っ
て
い
る
が
、
1
つ
の
寺
院
、
家
か

ら
何
人
も
の
入
門
者
が
い
る
例
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
柏
崎
中
濱
の
勝
願
寺
か
ら
は
長
男
か
ら
四
男
ま
で
四
人
が
入
門
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
複
藪
の
入
門
者
が
い
る
例
に
つ
い
て
統
計
を
と
っ
て
み
る
と
、
そ
の
延
べ
人
敷
は
一
六
〇
人
で
あ
り
、
家
ご
と
に
敷
え
る
と
六

二
戸
で
あ
る
。
そ
の
六
二
戸
の
内
詳
は
や
は
り
寺
院
が
多
い
が
庄
屋
な
ど
の
地
域
の
有
力
者
も
か
な
り
含
ま
れ
る
。
も
し
も
、
1
1
1
E
堂
の
入
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門
者
を
延
べ
人
敷
で
は
な
く
、
　
一
戸
ご
と
の
入
門
と
し
て
敷
え
た
場
合
に
は
、
七
二
九
人
の
入
門
が
l
〈
1
i
l
　
1
戸
か
ら
の
入
門
と
な
る
。
『
三

鈴
堂
弟
子
籍
」
に
は
同
姓
の
者
が
非
常
に
多
く
見
ら
れ
、
お
そ
ら
く
そ
の
中
に
ま
だ
筆
者
の
統
計
に
入
ら
な
か
っ
た
家
族
關
係
を
持
つ
者
が

い

る
と
見
ら
れ
る
。
我
々
は
通
常
入
門
者
の
藪
を
聞
い
た
場
合
、
こ
の
事
例
の
ほ
ど
に
は
一
戸
か
ら
多
く
の
入
門
者
が
い
る
こ
と
を
想
像
し

な
い
。
兄
弟
で
入
門
者
が
い
る
こ
と
は
想
定
し
つ
つ
も
七
二
九
人
の
入
門
者
を
漠
然
と
個
別
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
塾
の
規
模
の
大
小
を

思
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
の

こ
と
か
ら
了
解
さ
れ
る
の
は
、
入
門
者
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に
三
饒
堂
を
選
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
家
ご
と
ま
た
職
業
的
な
ま

と
ま
り
が
あ
っ
て
入
門
し
て
い
る
例
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
三
飴
堂
の
コ
ニ
饒
」
に
は
農
事
が
忙
し
く
て
も
饒

暇

を
利
用
し
て
學
問
は
で
き
る
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
が
、
實
態
と
し
て
は
、
時
間
的
経
濟
的
な
ゆ
と
り
を
持
つ
富
裕
な
層
が
三
饒

堂
の

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
感
じ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
郷
村
に
お
け
る
庶
民
教
育
の
高
ま
り
と
い
う
場
合
、

そ

れ
が

ど
の
程
度
僧
侶
や
庄
屋
な
ど
富
裕
な
家
々
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
の
か
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
各
地
域
の
有
力
者

が

ど
の
よ
う
な
教
育
意
識
を
も
っ
て
子
弟
を
入
門
さ
せ
て
い
る
か
も
考
え
る
覗
鮎
も
必
要
だ
と
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
鮎
に
關
連
し
て
興
味
深

い

事
例
が
あ
る
。
三
飴
堂
の
入
門
者
の
中
に
、
長
善
館
が
あ
る
粟
生
津
か
ら
四
人
の
入
門
者
が
あ
る
。
地
元
に
あ
る
長
善
館
で
は
な
く
、
こ

と
さ
ら
遠
隔
の
1
1
1
a
s
堂
に
入
門
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
o
塾
主
の
南
城
の
學
識
人
徳
を
慕
っ
て
の
こ
と
と
い
う
見
方
も
で
き
る
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ね

れ

と
は
逆
に
柏
崎
か
ら
長
善
館
に
入
門
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
ど
の
塾
に
子
弟
を
入
門
さ
せ
る
か
と
い
う
選
鐸
の
基

準

は
、
必
ず
し
も
塾
主
の
人
物
性
だ
け
で
は
な
く
他
の
要
素
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
は
、
當
時
の
庄
屋
や
寺
院
な
ど

で

は
、
こ
と
さ
ら
子
弟
を
遠
い
地
域
に
出
し
て
教
育
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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三
　
「
v
a
城
［
］
l
鹸
堂
　
塾
式
」

　
藩
校
で
も
私
塾
で
も
學
則
が
あ
る
。
三
饒
堂
で
も
當
然
學
則
の
類
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
史
料
は
残
っ
て
い
な
か
っ

垣
。
以
下
に
示
す
「
塾
式
」
は
新
し
い
史
料
で
、
三
鹸
堂
の
入
門
者
が
三
鹸
堂
（
南
城
）
か
ら
與
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
誕
。

　
　
　
南
城
三
飴
堂
　
塾
式

　
　
一
　
國
政
之
得
失
を
不
可
議

　
　
一
　
異
端
之
徒
を
不
可
批

一　

時
儒
の
長
短
を
較

一　

先
進
後
進
不
相
犯

一　

狸
褻
鄙
但
を
不
可
語

一　

客
來
時
不
可
失
迭
迎
之
禮

一　

衣
食
玩
笑
心
二
不
可
奢

文
政
三
辰
歳
夏
五
月
定

一　

食
臨
之
放
飯
流
畷

し
或
は
狼
談
誼
語
す
へ
か
ら
す

一　

道
路
農
作

を
不
可
害
　
竹
木
を
不
可
折

文
政
四
巳

歳
秋
八
月
補

右
之
條
々
朝
夕
服
贋
す
へ
し
學
之
道
徒
二
講
経
属
辮
而
已
な
ら
す
修
身
行
禮
を
要
務
と
す
朋
友
相
親
之
宜
く
忠
告
善
導
す
べ
し
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教
授
書
課

　
　
合
刻
四
書
　
論
語
　
孟
子
　
易
詩
　
書
　
周
儀
　
禮
　
古
詩
聯
珠
文
選
　
蒙
求
　
十
八
史
略
　
元
明
史
略

　
　
　
右
素
讃

　
　
説
苑
　
新
序
　
家
語
　
蒙
求
　
世
説
　
顔
子
　
孔
叢
　
大
載
　
曼
子
　
韓
詩
　
買
子
　
韓
子
　
呂
覧
　
准
南
　
管
子
　
墨
子
　
列
子

　
　
荘
子
　
老
子
　
七
書
　
萄
子
　
子
皿
子
　
孝
纏
　
大
學
　
中
庸
　
論
語
　
詩
経
　
書
脛
　
周
易
　
三
禮
　
春
秋
　
三
傳
　
示
雅
　
國
語

　
　
國
策
　
史
記
　
前
後
漢
書
　
三
國
志

　
　
　
右
會
業

　
　
初
學
讃
書
必
先
熟
談
子
傳
然
後
及
干
経
儀
略
明
然
後
及
干
歴
史
二
歴
史
浩
翰
未
可
遼
渉
猶
也
必
請
至
干
三
國
志
則
其
他
談
史
之
易
讃
猶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
刀
破
竹
也
是
予
家
之
設
課
所
以
止
干
三
國
志
也

　
　
　
　

文
政
萬
之
載
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
鹸
堂

　

こ
の
中
で
「
教
授
書
課
」
か
ら
「
右
會
業
」
ま
で
の
箇
所
は
楷
書
髄
で
書
い
て
あ
る
が
、
そ
の
前
後
は
南
城
の
筆
跡
と
し
て
よ
く
見
ら
れ

る
崩
し
字
の
連
綿
陛
で
書
か
れ
て
い
る
。
「
周
」
「
儀
」
「
禮
」
と
あ
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
周
禮
、
儀
禮
、
禮
記
で
あ
る
。
「
文
政
三
辰

歳
夏
五
月
定
」
「
文
政
四
巳
歳
秋
八
月
補
」
と
あ
り
、
全
く
こ
れ
は
三
鹸
堂
開
塾
當
初
の
も
の
で
あ
る
。
「
教
授
書
課
」
に
お
け
る
「
素
讃
」

と
r
會
業
」
の
學
習
方
法
は
、
多
く
の
藩
校
や
私
塾
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
合
刻
四
書
」
は
片
山
兼
山
が
定
め
た
四
書
の
こ
と

で
、
孝
経
・
學
記
・
大
學
・
中
庸
を
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
塾
式
」
は
ま
だ
開
塾
當
初
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
か
な
り
簡
素
な
も
の
で
あ
り
、
學
習
そ
の
も
の
の
こ
と
よ
り
も
生
活
規
範
に
關
係

し
た
も
の
が
多
い
。
あ
る
い
は
「
塾
式
」
と
い
う
名
前
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
學
習
規
範
に
關
す
る
も
の
は
別
に
あ
っ
た
か
ら
な
の
か
も
し

れ

な
い
。
そ
の
中
で
「
國
政
の
得
失
を
議
す
べ
か
ら
ず
」
に
は
杜
會
的
な
行
動
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
南
城
の
主
張
が
反
映
さ
れ
て
い
る

（168）



よ
う
で
あ
る
。
「
時
儒
の
長
短
を
較
せ
」
は
折
衷
派
の
考
え
方
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
経
書
の
解
鐸
な
ど
に
お
い
て
自
分
の
立
場
を
一
家
一
學

派
に

特
定
せ

ず
、
各
説
の
長
短
を
知
っ
て
自
読
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
「
道
路
農
作
を
害
す
べ
か
ら
ず
　
竹
木
を
折
る

べ
か

ら
ず
」
は
、
學
則
の
例
と
し
て
は
珍
し
い
。
農
村
地
域
で
の
開
塾
と
い
う
鮎
を
意
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
軍
に
周
園
が
農
村
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
つ
ら

か

ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
南
城
の
農
業
重
覗
の
思
想
が
現
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
學
の
道
徒
に
講
経
属
辮
の
み
な
ら
ず
修
身
行
禮

を
要
務
と
す
」
と
し
て
い
る
の
は
、
儒
教
道
徳
を
教
え
る
私
塾
と
し
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
塾
生
が
年
少
で
あ
る
こ
と
や
子
弟
の

教
育
に
關
す
る
保
護
者
の
心
情
に
配
慮
し
て
い
る
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

三
饒
堂

の
経
螢

　
本
山
幸
一
氏
は
そ
の
論
考
で
、
安
政
六
年
の
柏
崎
に
お
け
る
コ
ロ
リ
病
の
大
流
行
に
鰯
れ
、
飯
塚
彌
兵
衛
の
書
状
に
ハ
シ
カ
の
流
行
が
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
コ
ロ
リ
病
の
大
流
行
と
同
じ
時
期
の
も
の
ら
し
い
と
言
い
、
同
時
に
三
鹸
堂
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
そ
の
書
状
に

は　
　

「
硫
疹
者
御
地
如
何
二
御
座
候
哉
、
此
地
ハ
銘
々
各
々
病
人
有
之
兎
角
跡
長
ク
重
き
方
二
御
座
候
、
私
小
見
共
不
残
相
濟
大
き
に
達
者

　
　
二
相
成
悦
入
候
」
「
學
士
傳
試
冊
、
水
府
公
三
冊
、
是
ハ
直
吉
よ
り
之
分
差
上
申
候
、
南
條
よ
り
毛
利
候
御
系
譜
差
上
申
候
、
御
落
手

　
　
可
被
下
候
、
南
條
二
而
も
盆
前
一
時
二
十
三
四
人
塾
士
不
残
は
し
か
二
而
大
混
雑
、
古
先
生
之
女
子
壼
人
右
之
病
二
而
遠
行
之
由
」

と
あ
り
、
十
三
四
人
の
塾
生
全
員
が
ハ
シ
カ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
山
氏
は
コ
ニ
除
堂
の
混
齪
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
　

と
述
べ
て
い
る
。
書
状
中
の
「
（
飯
塚
）
直
吉
」
は
安
政
四
年
の
入
門
で
あ
る
。
通
常
三
年
は
學
ぶ
と
し
て
、
安
政
六
年
に
は
ま
だ
在
塾
中

で

あ
る
。
直
吉
が
三
飴
堂
で
の
見
聞
を
傳
え
て
い
る
の
が
安
政
六
年
で
あ
る
こ
と
と
合
致
す
る
。
「
古
先
生
」
と
は
南
城
で
あ
ろ
う
。
跡
纏
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ぎ
が
い
な
か
っ
た
南
城
は
娘
佐
知
の
靖
と
し
て
養
子
に
朴
齋
を
迎
え
て
い
た
。
「
古
先
生
」
と
は
、
朴
齋
と
匿
別
し
た
言
い
方
な
の
だ
と
考

　
　
　
　
ゑ
　

え

ら
れ
る
。
安
政
六
年
は
南
城
六
十
八
歳
、
没
年
の
一
年
前
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
塾
生
が
全
員
ハ
シ
カ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
は
そ
う
た
び
た
び
あ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
1
1
1
E
堂
で
は
毎
年

卒
均
十
七
人
ほ

ど
の
入
門
者
が
い
た
わ
け
で
、
特
に
寮
生
活
を
迭
っ
て
い
る
塾
生
に
つ
い
て
は
、
生
活
規
律
か
ら
毎
日
の
食
事
な
ど
そ
の
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

倒
を

み

る
の
に
は
苦
勢
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
三
鹸
集
」
か
ら
は
在
塾
中
に
死
去
し
た
者
が
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
南
城
は
ま
た
、

塾
を
絡
え
た
弟
子
の
そ
の
後
に
つ
い
て
も
つ
な
が
り
を
持
ち
、
親
か
ら
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
頑
原
氏
の
「
南
城
先
生
の
手
紙
」

に

は
、
門
人
の
縁
談
に
つ
い
て
南
城
が
幅
原
家
に
宛
て
た
手
紙
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
原
文
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
幅
原
氏
の
書

き
下
し
だ
け
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
は
　
　
　
お
そ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
う
ら
ふ

　
　
御
紙
面
拝
請
。
大
暑
御
障
り
な
く
御
揃
い
な
ら
れ
、
大
慶
に
存
じ
奉
り
候
。
文
平
子
、
内
々
相
い
正
し
候
処
、
格
別
深
き
訳
が
ら
も

　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ち
か
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
つ
か
い

　
　
之

な
き
様
子
に
付
、
縁
談
は
両
親
井
び
親
類
衆
の
相
談
に
ま
か
せ
申
す
べ
き
様
の
口
書
、
相
認
め
さ
し
上
げ
さ
せ
候
。
委
細
御
使
の

　
　
こ
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
　
　
　
　
　
か

　
　
御
仁
よ
り
申
し
上
ぐ
べ
く
候
。
在
館
勘
定
、
別
紙
学
頭
よ
り
差
し
上
ぐ
べ
く
候
聞
、
盆
後
に
て
宜
敷
く
候
。
右
御
報
芳
が
た
、
斯
く

　
　
の
ご
と
く
に
御
坐
候
。
不
備
o

　
幅

原
氏
は
「
南
城
は
授
業
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
少
年
た
ち
の
生
活
の
世
話
全
般
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
親
の
縁
組
み
の
意

向
を
仲
介
す
る
よ
う
な
こ
と
も
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
に
「
學
頭
よ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
事
務
一
般

を
執
り
行
う
係
の
人
物
が
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
南
城
自
身
は
煩
雑
な
雑
務
は
行
わ
ず
、
卒
常
は
泰
然
と
構
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
南
城
は
地
域
に
お
い
て
相
當
の
尊
敬
を
集
め
て
い
た
と
思
わ
れ
、
門
人
の
保
護
者
か
ら
三
鹸
堂
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
届
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
な
だ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

た
よ
う
で
あ
る
。
次
に
示
す
も
の
は
、
南
城
が
女
谷
地
域
の
布
施
庄
兵
衛
に
出
し
た
書
翰
（
返
信
）
で
あ
る
。
布
施
氏
か
ら
は
文
政
七
年
に

T布
施
米
藏
」
が
三
鈴
堂
に
入
門
し
て
い
る
。
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御
書
翰
拝
諦
愈
時
候

無
御
障
被
成
御
坐
大
慶

奉
存
候
　
次
二
當
境
無
事

罷
過
候

瀧
石
先
年
御
恵
投
之
分

小
假
山
二
は
不
足
二
候
聞
盟
盤

之
下
二
相
用
樂
ミ
居
候
庭

此
度
御
繁
多
之
御
中
二
而

御
取
集
メ
態
々
人
馬
ヲ
以

御
迭
り
被
下
御
深
情
恭

奉
存
候
大
小
共
十
四
石
拝
受

仕
候

文
選
備
忘
被
迎
遣
學
頭
二

間
合
候
庭
人
二
遣
候
よ
し
二
而

手
許
二
無
之
外
之
口
生
土
ハ
相

認

メ
候
分
二
巻
さ
し
上
候

庄
之
字
ハ
荘
之
俗
字
二
御
坐
候

ヤ

シ

キ

ト
訓
シ
申
候
古
ハ
荘
官
荘
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ヤ
ウ
ヤ
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杯

と
唱
候
よ
り
何
之
荘
と
申
事
も
相

　
　
始
り
申
候

　
　
何
も
さ
し
上
候
品
無
之
口

　
　
扉
二
懸
御
目
申
上
候
　
爲
可

　
　
期
後
音
萬
諸
可
申

　
　
承
候
　
不
備

　
　

閏
月
四
日

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
南
城
は
布
施
庄
兵
衛
か
ら
「
珍
敷
孟
宗
」
や
「
瀧
石
」
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
他
頼
ま
れ
た
文
選
を

手
許
に
あ
っ
た
二
巷
を
と
り
あ
え
ず
與
え
て
い
る
こ
と
や
問
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
、
　
F
庄
」
と
「
荘
」
の
違
い
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
。
南

城
と
門
人
の
家
と
の
交
流
の
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
瀧
石
」
は
女
谷
地
域
に
産
す
る
珍
し
い
石
で
あ
る
が
、
石
と
は
言
っ
て
も
「
大
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

も
の
は
園
み
尺
鹸
、
長
さ
八
九
寸
」
で
あ
る
。
南
城
は
こ
の
石
を
愛
好
し
、
庭
石
に
す
る
に
は
ま
だ
足
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

施
氏
は
「
人
馬
を
以
て
」
「
大
小
共
十
四
石
」
を
運
ん
で
く
れ
た
と
言
う
。
こ
れ
を
運
ぶ
の
は
容
易
で
は
な
く
、
南
城
へ
の
敬
意
が
な
く
て

は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
塾
の
経
管
に
は
な
ん
と
い
っ
て
も
資
金
の
問
題
が
つ
き
ま
と
う
。
當
然
そ
れ
は
塾
生
の
束
脩
、
謝
儀
か
ら
ま
か
な
わ
れ
た
は
ず
で

あ
る
が
、
南
城
は
潤
筆
料
と
し
て
得
た
も
の
も
塾
の
運
螢
に
役
立
て
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
南
城
は
し
ば
し
ば
自
分
の
詩
文
を
書
い
て
門

人
や

そ

の

家
、
ま
た
近
隣
の
人
々
に
與
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
「
南
城
先
生
の
手
紙
」
に
よ
れ
ば
、
南
城
の
「
安
庭
道
人
碑
」
の
潤
筆
料

が

Fl
分
、
約
七
萬
圓
」
で
あ
る
。
庄
屋
で
あ
っ
た
幅
原
家
が
地
域
の
依
頼
を
受
け
て
南
城
に
碑
文
を
書
い
て
も
ら
う
仲
介
を
し
た
ら
し
い
o

　
『
三
齢
集
』
に
は
南
城
が
門
人
や
そ
の
家
に
與
え
た
詩
文
が
敷
多
く
見
ら
れ
る
。
「
記
」
に
は
堂
號
を
命
名
し
た
も
の
、
書
齋
に
つ
い
て
記
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し
た
も
の
、
地
域
の
珍
し
い
産
物
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
、
そ
の
家
の
歴
史
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
一
族
の
系
譜
に

つ
い

て

記
し
た
「
譜
」
、
書
董
集
や
長
壽
の
祀
い
の
F
序
」
、
ま
た
墓
碑
、
傳
記
の
類
も
何
編
か
あ
る
。
こ
れ
ら
散
文
の
ほ
か
、
南
城
が
書
い

た

紹
句
律
詩

な
ど
の
書
幅
は
地
域
に
敷
多
く
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
潤
筆
料
が
あ
っ
て
、
南
城
は
そ
れ
を

塾
の

運
管
維
持
管
理
に

役
立
て
て
い

た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お

わ
り
に

　
紙
藪
に

限
り
が
あ
る
の
で
、
今
回
の
報
告
は
以
上
に
止
め
た
い
。
本
稿
で
は
、
筆
者
が
あ
ら
た
に
知
り
得
た
資
料
を
中
心
に
三
鹸
堂
の
實

態

を
考
え
て
み
た
。
今
回
、
資
料
と
し
て
特
に
有
盆
だ
と
感
じ
た
の
は
南
城
の
手
紙
で
あ
る
。
地
域
に
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
南
城
の
手

紙

な
ど
古
文
書
の
類
が
多
く
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
新
た
な
史
料
が
褒
見
さ
れ
れ
ば
、
少
し
ず
つ
1
1
1
飴
堂
の
教
育

の

實
態
が
解
明
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
交
通
手
段
と
し
て
は
歩
く
こ
と
が
主
要
な
方
法
で
あ
っ
た
時
代
に
、
年
少

の

子
弟

を
三
年
以
上
、
場
合
に
よ
っ
て
は
十
年
近
く
、
遠
隔
の
地
に
迭
り
出
す
保
護
者
の
心
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

彼

ら
は
強
制
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
教
育
の
た
め
と
は
い
え
ま
だ
幼
さ
の
残
る
子
弟
を
家
庭
の
中
に
お
い
て
育
て
る
こ
と
を
し
な
か
っ

た

の

で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
江
戸
期
の
教
育
の
實
情
を
知
る
こ
と
は
、
現
代
の
我
々
に
何
か
し
ら
の
示
唆
を
も
た
ら
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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『
新
潟
縣
史
　
通
史
編
5
近
世
三
』
（
五
七
〇
頁
）
に
よ
る
。
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（3
）

（4
）
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）
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（1
）

（1
2
）
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）

（1
5
）

（1
6
）

（1
）

（1
8
）

正
確
に

は

『
新
潟
縣
指
定
有
形
文
化
財
指
定
記
念
　
藍
澤
南
城
展
解
説
目
録
　
學
塾
三
鈴
堂
關
係
資
料
』
。
平
成
十
年
褒
行
、
柏
崎
市
立
圓
書
館
編
。

昭
和
六
十
三
年
登
行
e

卒
成
二
年
登
行
゜

東
洋
書
院
、
　
一
九
九
四
年
登
行
。

『
北
方
文
學
』
第
五
十
五
號
、
玄
文
杜
、
二
〇
〇
四
年
登
行
。

標
高
五
一
八
メ
ー
ト
ル
o

南
城

は
、
最
初
に
母
の
實
家
で
あ
る
南
條
村
の
關
家
で
三
鹸
堂
を
開
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
四
十
一
歳
の
こ
ろ
八
石
山
の
麓
に
三
齢
堂
を
新

築
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

r三
饒
」
の
出
典
は
、
『
三
國
志
』
魏
書
「
王
粛
傳
」
注
に
引
か
れ
た
「
魏
略
」
で
、
明
帝
の
時
、
董
遇
の
話
と
し
て
r
人
有
從
學
者
、
遇
不
肯
教
、

而
云
必
當
先
讃
百
偏
。
言
讃
書
百
偏
而
義
自
見
。
從
學
者
云
、
苦
渇
無
日
o
遇
言
當
以
三
饒
。
或
問
三
鹸
之
意
、
遇
言
冬
者
歳
之
飴
、
夜
者
日
之
饒
、

陰
雨
者
時
之
鹸
也
。
由
是
諸
生
少
從
遇
學
、
無
傳
其
朱
墨
者
。
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
三
鹸
堂
の
コ
ニ
飴
」
と
は
、
年
の
鹸
り
（
冬
）
、
日
の
饒
り
（
夜
）
、

時
の
饒
り
（
雨
）
を
意
味
し
、
そ
の
命
名
に
は
學
問
す
る
時
閲
を
持
た
な
い
農
村
の
人
々
を
意
識
し
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

『
北
越
詩
話
』
上
巻
、
七
六
四
頁
。
『
北
越
詩
話
』
は
大
正
八
年
刊
行
で
、
そ
の
復
刻
版
（
卒
成
二
年
登
行
）
に
よ
る
。
著
者
は
阪
口
五
峰
で
、
越
後

の

詩
人
の
略
傳
と
漢
詩
を
載
せ
て
い
る
。

藍
澤
家
に
傳
わ
る
『
藍
澤
三
代
記
』
に
「
庭
園
は
千
坪
に
及
び
、
築
山
を
背
に
し
て
松
杉
竹
林
に
園
ま
れ
、
築
山
に
は
、
小
漂
布
が
か
か
り
、
そ
の

流
れ

を
池
に
導
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
「
築
山
泉
水
庭
園
」
で
、
庭
全
髄
に
多
藪
の
石
組
飛
石
を
配
す
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。

「
市
史
』
で
は
七
百
七
人
と
な
っ
て
い
る
（
六
三
六
頁
）
。

『
北
越
詩
話
』
上
巻
、
七
六
四
頁
。
「
北
越
詩
話
』
に
つ
い
て
は
注
（
1
0
）
を
参
照
。

『
論
語
私
説
』
㊨
三
に
「
入
干
門
館
者
、
三
年
小
成
以
上
、
幾
千
人
o
井
敷
候
來
忽
去
者
、
將
二
千
人
。
」
と
あ
る
。
『
論
語
私
説
』
は
南
城
六
十
歳
こ

ろ
の
成
立
か
と
思
わ
れ
る
。

卒
成
十
二
年
護
行
、
　
F
法
坂
の
あ
ゆ
み
」
編
集
委
員
會
編
（
刈
羽
郡
小
國
町
）

『
私
塾
の

近
代
　
越
後
・
長
善
館
と
民
の
近
代
教
育
の
原
風
景
』
池
田
雅
則
著
（
東
京
大
學
出
版
會
・
1
1
0
1
四
年
登
行
）
そ
の
一
七
l
l
u
r
o

思
文
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
登
行
。
そ
の
四
〇
頁
「
學
校
財
政
」
。

『
北
越
詩
話
』
上
巻
、
七
六
三
～
七
六
四
頁
。
『
北
越
詩
話
』
に
つ
い
て
は
注
（
1
0
）
を
参
照
。

（174）



　23

w
　　　　　　　　　　
22　21　20　19
v　　口　　v　　v

　　　　　　　　　　　　　

37　36　35　34
v　　v　　v　　v

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

33　32　31　30　29　28　27　26　25　24
v　　　　v　　　　v　　　　v　　　　v　　　　v　　　　v　　　　v　　　　v　　　　w

内
山
氏
、
前
掲
書
九
一
頁
。

『
縣
史
』
五
七
1
頁
。

『
近
世
史
の
研
究
』
（
第
三
冊
）
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
八
年
護
行
。
そ
の
「
越
後
の
私
塾
」
二
九
四
頁
。

F第
五
章
　
漢
文
學
の
展
開
」
五
〇
四
頁
゜
執
筆
は
内
山
知
也
氏
で
あ
る
。

川
村
肇
氏
は
二
七
・
六
％
と
す
る
。
「
幕
末
維
新
期
漢
學
塾
の
研
究
』
（
渓
水
杜
、
卒
成
一
五
年
登
t
t
）
　
r
第
三
章
　
在
村
知
識
人
の
學
問
と
私
塾
ー
新

潟
縣
柏
崎
、
藍
澤
南
城
の
事
例
…
」
そ
の
四
九
五
頁
。

『
縣
史
』
六
四
六
頁
。

『
縣
史
』
五
三
六
頁
。

川
村
肇
氏
前
掲
書
、
四
九
六
頁
。

川
村
肇
氏
前
掲
書
、
四
八
四
頁

こ
れ
に
つ
い
て
は
紙
敷
を
要
す
る
問
題
な
の
で
別
稿
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

F眞
宗
教
團
と
『
家
』
制
度
」
（
創
文
杜
、
昭
和
三
七
年
嚢
行
）
、
そ
の
一
四
頁
。

『
廣
瀬
淡
窓
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
二
年
登
行
）
二
一
七
～
二
二
八
頁
。

『
東
本
願
寺
中
國
布
教
の
研
究
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
＝
二
年
護
行
）
四
一
、
四
二
頁
）

森
岡
清
美
氏
前
掲
書
、
二
四
一
頁
。

森
岡
清
美
氏
前
掲
書
、
二
五
三
頁
。

大
谷
派
が
一
三
五
名
、
本
願
寺
派
が
一
三
名
、
佛
光
寺
派
が
九
名
で
あ
る
。

現
在
寺
澤
石
城
の
墓
碑
が
光
賢
寺
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
『
市
史
』
五
〇
四
頁
「
第
五
章
　
漢
文
學
の
展
開
」
に
詳
し
い
o

『
長
善
舘
學
塾
史
料
下
』
の
「
門
人
姓
名
簿
」
に
は
「
柏
崎
管
内
」
と
記
さ
れ
た
門
人
が
九
人
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
　
マ
リ

柏
崎
市
立
圖
書
館
に
は
「
南
城
村
　
南
城
義
塾
々
則
　
附
遺
稿
」
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
南
城
を
塾
圭
と
し
て
r
安
政
元
年
」
の
事
實
と
し
て
書
か

れ

て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
は
明
治
十
三
年
の
沿
革
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
後
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に

よ
る
と
、
「
教
師
ノ
敷
」
は
「
男
　
五
」
、
F
生
徒
の
概
数
」
は
「
男
　
六
十
名
」
、
F
學
習
年
限
」
の
項
で
は
「
凡
拾
箇
年
」
、
F
束
脩
謝
儀
」
の
項
で

は
F
束
脩
随
意
　
謝
儀
一
力
年
　
金
四
百
疋
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
以
上
の
よ
う
な
記
載
の
中
に
は
安
政
以
降
の
こ
と
が
混
在
し
て
い
る

感
も
あ
る
。
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こ
れ
は
、
藍
澤
南
城
研
究
會
の
研
修
旅
行
の
際
、
三
鹸
堂
入
門
の
高
頭
家
の
こ
子
孫
の
お
宅
を
訪
問
し
た
際
に
見
せ
て
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
か

初
學
の
讃
書
必
ず
先
づ
子
傳
に
熟
談
し
、
然
る
後
纏
儀
に
及
び
、
略
明
ら
か
な
れ
ば
、
然
る
後
歴
史
に
及
ぶ
。
歴
史
は
浩
翰
な
れ
ば
未
だ
遼
く
渉
猶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
い
ば

す

べ
か

ら
ざ
る
な
り
。
必
ず
讃
む
こ
と
三
國
志
に
至
れ
ば
、
則
ち
其
の
他
の
談
史
の
讃
み
易
き
こ
と
猶
ほ
刀
竹
を
破
る
が
ご
と
き
な
り
。
是
れ
予
の

家
の
課
を
設
く
る
こ
と
三
國
志
に
止
ま
る
所
以
な
り
。

『
柏
崎
刈
羽
』
第
3
2
號
（
卒
成
十
七
年
登
行
・
柏
崎
刈
4
4
郷
土
史
研
究
會
）
「
幕
末
期
情
報
傳
達
の
一
様
相
－
柏
崎
宿
問
屋
と
三
饒
堂
の
若
者
の
場
合

ー
」
。

飯
塚
直
吉
は
關
矢
孫
左
衛
門
。
北
魚
沼
郡
拉
柳
の
割
元
役
（
大
庄
屋
）
關
矢
家
の
養
子
と
な
り
、
北
海
道
の
開
拓
に
蓋
力
、
原
生
林
保
存
に
奔
走
し

た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

r遠
行
」
は
死
去
の
娩
曲
表
現
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
該
當
す
る
の
は
目
崎
徳
衛
著
『
南
城
三
除
集
私
抄
』
（
小
澤
書
店
・
一
九
九
四
年
登
行
）
「
藍

澤
南
城
略
年
譜
」
の
「
安
政
六
年
、
八
月
六
日
、
蝶
す
」
の
記
事
で
あ
る
。
だ
が
、
蝶
は
朴
齋
の
子
で
あ
る
の
で
r
古
先
生
」
と
の
記
述
と
矛
盾
す

る
。『

1
1
1
E
集
』
巷
七
「
祭
智
賢
師
文
」
に
、
村
松
本
畳
寺
の
智
賢
が
川
に
落
ち
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
越
佐
の
書
』
（
新
潟
日
報
事
業
杜
、
l
九
七
四
年
登
行
）
に
よ
る
。

『
1
1
1
E
集
』
巻
五
「
瀧
石
の
記
」
。

女
谷
か
ら
南
條
ま
で
は
地
圓
上
の
直
線
距
離
で
1
8
キ
ロ
あ
る
。

〔附
記
〕
　
執
筆
に
あ
た
っ
て
幅
原
國
郎
氏
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
、
い
く
つ
か
の
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　
に
大
愛
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
禮
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
調
査
に
あ
た
っ
て
柏
崎
市
立
圖
書
館
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